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プラネタリウム上映会 議会を開催

視聴覚ライブラリー 総　務　課

B棟建築工事 美らグリーン南城の運搬車

施　設　課

環
境
衛
生
関
係
市
町
村
理
事
協
議
会

　令
和
元
年
度
第
一
回
環
境
衛
生

関
係
市
町
村
理
事
協
議
会
が
８
月

１
日
午
後
３
時
か
ら
南
部
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　こ
の
日
の
会
議
で
は
、
南
部
広

域
行
政
組
合
が
管
理
運
営
し
て
い

る
糸
豊
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
及
び

東
部
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
焼
却

施
設
を
一
元
化
す
る
新
炉
の
建
設

候
補
地
選
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。
は
じ
め
に
、
事
務
局
か
ら
ご

み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
選
定
に

関
す
る
新
た
な
提
案
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　そ
の
内
容
は
、「
６
月
25
日
に

八
重
瀬
町
か
ら
具
志
頭
地
区
の
長

年
の
行
政
課
題
で
あ
る
豚
舎
か
ら

の
悪
臭
問
題
解
決
や
ご
み
処
理
施

設
と
最
終
処
分
場
の
二
つ
の
施
設

を
同
じ
箇
所
に
建
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ご
み
処
理
の
効
率
が
良
く

な
り
南
部
地
区
の
貢
献
等
に
繋
が

る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
を
同
地
区

に
推
薦
し
た
い
」
と
の
提
案
が
さ

れ
た
。
そ
の
提
案
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
ご
み
処
理
施

設
建
設
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

八
重
瀬
町
具
志
頭
地
区
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　令
和
元
年
８
月
１

日
に
行
わ
れ
た
環
境

衛
生
関
係
市
町
村
理

事
協
議
会
で
の
、
ご

み
処
理
施
設
及
び
最

終
処
分
場
建
設
地
の

決
定
を
受
け
、
９
月

24
日
か
ら
27
日
の
４

日
間
、
具
志
頭
地
区

周
辺
四
自
治
会
（
港

川
・
具
志
頭
・
長
毛
・

長
毛
団
地
）
へ
の
住

民
説
明
会
を
開
催
、

11
月
12
日
に
は
、
当

該
４
自
治
会
の
住
民

を
対
象
に
那
覇
・
南

風
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
焼
却
施
設
）

と
美
ら
グ
リ
ー
ン
南

城
（
最
終
処
分
場
）

の
視
察
及
び
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。

　説
明
会
で
は
、
候
補
地
選
定
に

係
る
経
緯
や
ご
み
処
理
施
設
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
今
後
実
施
予

定
の
環
境
影
響
評
価
や
地
域
振
興

策
の
事
例
紹
介
な
ど
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　住
民
か
ら
は
、「
建
設
地
決
定

に
対
す
る
不
信
感
」、「
処
理
施
設

か
ら
の
大
気
・
悪
臭
・
騒
音
等
へ

の
不
安
」、「
地
震
・
津
波
等
の
災

害
」、「
ご
み
収
集
車
交
通
量
の
増

加
」
な
ど
、
建
設
地
選
定
手
順
へ

の
不
満
や
施
設
建
設
に
伴
い
周
辺

環
境
へ
の
懸
念
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。　一

方
で
、「
悪
臭
問
題
を
解
決

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
賛
成
」、「
地

域
振
興
策
に
対
す
る
期
待
」
な
ど

の
意
見
も
あ
っ
た
。

　ま
た
、県
内
ご
み
処
理
施
設
（
焼

却
施
設
・
最
終
処
分
場
）
の
視
察

で
は
、
地
域
住
民
を
含
む
40
名
程

の
参
加
が
あ
り
、
各
施
設
で
は
、

職
員
か
ら
の
概
要
説
明
や
施
設
の

見
学
、
更
に
は
、
質
疑
応
答
な
ど

活
発
な
質
疑
・
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
た
。

新
炉
建
設
準
備
室

環境衛生関係市町村理事協議会
（令和元年８月１日南部総合福祉センター）

意見交換会のようす
（令和元年１１月１２日港川公民館）

住民説明会のようす
（令和元年９月２６日具志頭公民館）

最終処分場視察
（令和元年１１月１２日美らグリーン南城）

県内ごみ処理施設視察
（令和元年１１月１２日那覇・南風原クリーンセンター）

住民説明会・意見交換会・県内ごみ処理施設
及び最終処分場視察を実施
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会
議
結
果
報
告

【
理
事
会
】

第
１
回
理
事
会

　（
５
月
20
日
）

〇
協
議
第
１
号

　専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

〇
協
議
第
２
号

　令
和
元
年
第
２

回
南
部
広
域
行
政
組
合
議
会
（
臨

時
会
）
提
出
議
案
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

〇
報
告
第
１
号

　南
部
広
域
行
政

組
合
事
務
所
移
転
に
つ
い
て

第
２
回
理
事
会

　（
10
月
９
日
）

〇
協
議
第
３
号

　令
和
元
年
第
３

回
南
部
広
域
行
政
組
合
議
会
（
定

例
会
）
提
出
議
案
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

〇
報
告
第
２
号

　ご
み
処
理
施
設

建
設
地
の
決
定
に
つ
い
て

〇
報
告
第
３
号

　東
部
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

〇
報
告
第
４
号

　公
有
財
産
取
得

の
報
告
に
つ
い
て
（
旧
島
尻
消

防
清
掃
組
合
）

【
議
会
】

第
２
回
議
会
（
臨
時
会
）

　（
５
月
31
日
）

〇
議
長
の
選
挙

　☆
新
垣
繁
人

　氏
（
豊
見
城
市

選
出
議
員
）

〇
議
席
の
指
定

〇
報
告
第
１
号

　専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て

〇
議
案
第
14
号

　南
部
広
域
行
政

組
合
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影

響
評
価
調
査
結
果
縦
覧
等
の
手

続
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
15
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
16
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
糸
豊
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
17
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
東
部
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
18
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
島
尻
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
19
号

　工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

※

追
加
議
案

　☆
原
案
可
決

第
３
回
議
会
（
定
例
会
）

　（
10
月
31
日
）

〇
報
告
第
２
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

〇
報
告
第
３
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
事
業
報
告

〇
認
定
第
１
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
２
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
３
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
糸
豊
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
４
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
東
部
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
５
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
島
尻
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
20
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
21
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
糸
豊
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
22
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
東
部
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
23
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
島
尻
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

【
教
育
委
員
会
】

第
３
回
教
育
委
員
会
（
定
例
会
）

　（
10
月
４
日
）

〇
報
告
第
２
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
教
育
事
業
報

告
に
つ
い
て

○
報
告
第
３
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
報
告
に
つ
い
て

○
議
案
第
７
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

○
報
告
第
４
号

　令
和
元
年
度
教

育
事
業
中
間
報
告
に
つ
い
て

○
協
議
第
１
号

　令
和
２
年
度
教

育
研
究
員
募
集
要
項
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

理事会の様子

教育委員会（定例会）の様子

●平成30年度　南部広域行政組合一般会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 400,684,000 357,754,000 △ 42,930,000

2.国庫支出金 1,122,467,000 791,795,000 △ 330,672,000

3.県支出金 000,1 △0000,1

0000,626,74000,626,74金入繰.4

142142,366,54000,366,54金越繰.5

309,35309,716,1000,465,1入収諸.6

000,008,614債合組.7 280,800,000 △ 136,000,000

2,034,805,000 1,525,256,144 0 △ 509,548,856

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

993,443106,191,1000,635,1費会議.1

754,118345,819,89000,037,99費務総.2

808,7291,802000,612

600,023,1000,216,9499,365,62000,694,73費生衛.3

1,836,448,000 1,315,117,502 504,561,000 16,769,498

291,611808,059,1000,760,2費育教.4

840,563,1259,194,03000,758,13

742,924357,633,5000,667,5

626473,591,3000,691,3費債公.5

000,394,610000,394,61費備予.6

2,034,805,000 1,482,974,719 514,173,000 37,657,281

●平成30年度　南部広域行政組合公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

000,281,81金入繰.1 △218,081,81  1,188

18,182,000 18,180,812 0 △ 1,188

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

881,1218,081,81000,281,81費債公.1

18,182,000 18,180,812 0 1,188

●平成30年度　南部広域行政組合糸豊環境衛生事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 0000,035,228000,035,228

2.使用料及び手数料 154,371,000 164,264,083 21,000 9,893,083

3.財産収入 000,1 △0000,1

0000,000,56000,000,56金入繰.4

716716,414,69000,414,69金越繰.5

000,1入収諸.6 000,1 △0

260,206,9260,851,85000,655,84

1,186,873,000 1,206,366,762 21,000 19,493,762歳　入　合　計

1.手数料

1.財産運用収入

1.繰入金

1.繰越金

1.組合預金利子

2.雑入

1,165,591,430円

40,775,332円

0円

40,775,332円

項

1.負担金

歳　出　合　計

2.教育研究所費

3.視聴覚教育費

1.公債費

1,206,366,762円

1.公債費

歳　入　合　計

項

0円

0円

項

1.繰入金

1.教育総務費

1.予備費

歳　出　合　計

18,180,812円

18,180,812円

0円

項

1.議会費

1.総務管理費

2.監査委員費

1.ごみ処理事業費

2.最終処分場費

1.国庫補助金

1.負担金

項

歳　入　合　計

1,525,256,144円

1,482,974,719円

42,281,425円

26,182,000円

16,099,425円

1.組合債

1.雑入

1.繰越金

1.繰入金

1.委託金
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会
議
結
果
報
告

【
理
事
会
】

第
１
回
理
事
会

　（
５
月
20
日
）

〇
協
議
第
１
号

　専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

〇
協
議
第
２
号

　令
和
元
年
第
２

回
南
部
広
域
行
政
組
合
議
会
（
臨

時
会
）
提
出
議
案
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

〇
報
告
第
１
号

　南
部
広
域
行
政

組
合
事
務
所
移
転
に
つ
い
て

第
２
回
理
事
会

　（
10
月
９
日
）

〇
協
議
第
３
号

　令
和
元
年
第
３

回
南
部
広
域
行
政
組
合
議
会
（
定

例
会
）
提
出
議
案
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

〇
報
告
第
２
号

　ご
み
処
理
施
設

建
設
地
の
決
定
に
つ
い
て

〇
報
告
第
３
号

　東
部
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

〇
報
告
第
４
号

　公
有
財
産
取
得

の
報
告
に
つ
い
て
（
旧
島
尻
消

防
清
掃
組
合
）

【
議
会
】

第
２
回
議
会
（
臨
時
会
）

　（
５
月
31
日
）

〇
議
長
の
選
挙

　☆
新
垣
繁
人

　氏
（
豊
見
城
市

選
出
議
員
）

〇
議
席
の
指
定

〇
報
告
第
１
号

　専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て

〇
議
案
第
14
号

　南
部
広
域
行
政

組
合
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影

響
評
価
調
査
結
果
縦
覧
等
の
手

続
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
15
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
16
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
糸
豊
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
17
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
東
部
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
18
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
島
尻
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
19
号

　工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

※

追
加
議
案

　☆
原
案
可
決

第
３
回
議
会
（
定
例
会
）

　（
10
月
31
日
）

〇
報
告
第
２
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

〇
報
告
第
３
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
事
業
報
告

〇
認
定
第
１
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
２
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
３
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
糸
豊
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
４
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
東
部
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
認
定
第
５
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
島
尻
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
20
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
21
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
糸
豊
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
22
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
東
部
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
23
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
島
尻
環
境
衛

生
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　☆
原
案
可
決

【
教
育
委
員
会
】

第
３
回
教
育
委
員
会
（
定
例
会
）

　（
10
月
４
日
）

〇
報
告
第
２
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
教
育
事
業
報

告
に
つ
い
て

○
報
告
第
３
号

　平
成
30
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
報
告
に
つ
い
て

○
議
案
第
７
号

　令
和
元
年
度
南

部
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　☆
原
案
可
決

○
報
告
第
４
号

　令
和
元
年
度
教

育
事
業
中
間
報
告
に
つ
い
て

○
協
議
第
１
号

　令
和
２
年
度
教

育
研
究
員
募
集
要
項
に
つ
い
て

　☆
原
案
承
認

理事会の様子

教育委員会（定例会）の様子

●平成30年度　南部広域行政組合一般会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 400,684,000 357,754,000 △ 42,930,000

2.国庫支出金 1,122,467,000 791,795,000 △ 330,672,000

3.県支出金 000,1 △0000,1

0000,626,74000,626,74金入繰.4

142142,366,54000,366,54金越繰.5

309,35309,716,1000,465,1入収諸.6

000,008,614債合組.7 280,800,000 △ 136,000,000

2,034,805,000 1,525,256,144 0 △ 509,548,856

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

993,443106,191,1000,635,1費会議.1

754,118345,819,89000,037,99費務総.2

808,7291,802000,612

600,023,1000,216,9499,365,62000,694,73費生衛.3

1,836,448,000 1,315,117,502 504,561,000 16,769,498

291,611808,059,1000,760,2費育教.4

840,563,1259,194,03000,758,13

742,924357,633,5000,667,5

626473,591,3000,691,3費債公.5

000,394,610000,394,61費備予.6

2,034,805,000 1,482,974,719 514,173,000 37,657,281

●平成30年度　南部広域行政組合公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

000,281,81金入繰.1 △218,081,81  1,188

18,182,000 18,180,812 0 △ 1,188

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

881,1218,081,81000,281,81費債公.1

18,182,000 18,180,812 0 1,188

●平成30年度　南部広域行政組合糸豊環境衛生事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 0000,035,228000,035,228

2.使用料及び手数料 154,371,000 164,264,083 21,000 9,893,083

3.財産収入 000,1 △0000,1

0000,000,56000,000,56金入繰.4

716716,414,69000,414,69金越繰.5

000,1入収諸.6 000,1 △0

260,206,9260,851,85000,655,84

1,186,873,000 1,206,366,762 21,000 19,493,762歳　入　合　計

1.手数料

1.財産運用収入

1.繰入金

1.繰越金

1.組合預金利子

2.雑入

1,165,591,430円

40,775,332円

0円

40,775,332円

項

1.負担金

歳　出　合　計

2.教育研究所費

3.視聴覚教育費

1.公債費

1,206,366,762円

1.公債費

歳　入　合　計

項

0円

0円

項

1.繰入金

1.教育総務費

1.予備費

歳　出　合　計

18,180,812円

18,180,812円

0円

項

1.議会費

1.総務管理費

2.監査委員費

1.ごみ処理事業費

2.最終処分場費

1.国庫補助金

1.負担金

項

歳　入　合　計

1,525,256,144円

1,482,974,719円

42,281,425円

26,182,000円

16,099,425円

1.組合債

1.雑入

1.繰越金

1.繰入金

1.委託金



45

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

160,934939,157,89000,191,99費務総.1

473,738,01626,943,869000,781,979費生衛.2

531,5568,984,89000,594,89費債公.3

000,000,010000,000,01費備予.4

1,186,873,000 1,165,591,430 0 21,281,570

●平成30年度　南部広域行政組合東部環境衛生事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 0000,698,195000,698,195

2.使用料及び手数料 541,863,2541,092,57000,229,27

3.国庫支出金 54,250,000 54,053,000 △ 197,000

4.財産収入 388388,541,1000,541,1

000,1 △0000,1

000,624,42金入繰.5 △085,469,41  9,461,420

233233,635,44000,635,44金越繰.6

359,419359,927,5000,518,4入収諸.7

000,003,86債合組.8 △000,001,86  200,000

862,291,000 855,715,893 0 △ 6,575,107

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

187,494912,390,031000,885,031費務総.1

907,736,81192,994,516000,731,436費生衛.2

629,1470,802,88000,012,88費債公.3

000,653,90000,653,9費備予.4

862,291,000 833,800,584 0 28,490,416

●平成30年度　南部広域行政組合島尻環境衛生事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 0000,638,602000,638,602

2.使用料及び手数料 024,418024,268,6000,840,6

3.国庫支出金 000,1 △0000,1

4.県支出金 000,1 △0000,1

5.財産収入 000,1 △0000,1

000,437,92金入繰.6 952 △147,337,92

000,1金越繰.7 000,1 △0

020,928,2020,684,81000,756,51入収諸.8

000,1債合組.9 000,1 △0

258,280,000 261,918,181 0 3,638,181

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

734,261365,016,94000,377,94費務総.1

981,425,1118,234,381000,759,481費生衛.2

209890,956,02000,066,02費債公.3

000,098,20000,098,2費備予.4

258,280,000 253,702,472 0 4,577,528

1.公債費

1.予備費

歳　出　合　計

1.県補助金

1.雑入

1.組合債

歳　入　合　計

項

1.総務管理費

1.清掃費

1.手数料

1.国庫補助金

1.財産運用収入

1.繰入金

1.繰越金

253,702,472円

8,215,709円

0円

8,215,709円

項

1.負担金

1.公債費

1.予備費

歳　出　合　計

1.国庫補助金

2.財産売払収入

261,918,181円

1.雑入

1.組合債

歳　入　合　計

項

1.総務管理費

1.清掃費

項

1.負担金

1.手数料

1.財産運用収入

1.繰入金

1.繰越金

歳　出　合　計

855,715,893円

833,800,584円

21,915,309円

0円

21,915,309円

1.公債費

1.予備費

項

1.総務管理費

1.清掃費

グループワークを進める

琉球大学 白尾裕志教授

　島
尻
教
育
研
究
所
は
、
域
内
の

幼
・
小
・
中
学
校
の
教
員
研
修
の

中
核
と
し
て
、
調
査
研
究
や
研
修

な
ど
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
等

が
求
め
る
授
業
づ
く
り
の
具
体
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　教
育
講
演
会
は
、
各
校
種
の
研

修
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
年

１
回
か
ら
年
４
回
に
増
や
し
ま
し

た
。

　
　
　
　

◇
小
学
校
教
諭
対
象

　内
容：

小
学
校
国
語

　期
日：

９
月
26
日

　講
師：

大
妻
女
子
大
学

　
　
　
　樺
山
敏
郎
准
教
授

　事
例：

新
川
博
士
教
諭

◇
中
学
校
教
諭
対
象

　内
容：

特
別
の
教
科
道
徳

　期
日：

６
月
14
日

　講
師：

帝
京
大
学
大
学
院

　
　
　
　赤
堀
博
行
教
授

　事
例：

大
城
真
紀
子
教
諭

◇
小
・
中
共
通

　内
容：

理
科
実
験
技
講
座

　期
日：

９
月
４
日

　講
師：

東
京
学
芸
大
学

　
　
　
　大
西

　史 

博
士

◇
小
・
中
共
通

　内
容：

教
育
相
談
・
不
登
校

　期
日：

９
月
26
日

　講
師：

下
條
満
代
指
導
主
事

　夏
休
み
は
、
先
生
方
に
と
っ
て

貴
重
な
研
修
期
間
で
す
。
そ
こ
で
、

島
尻
教
育
研
究
所
で
は
、
今
年
度
、

「
夏
季
自
主
参
加
講
座
」
を
７
講

座
新
規
開
設
し
ま
し
た
。（
７
月

23
日
〜
31
日
）

　10
月
１
日
（
火
）、
令
和
元
年

度
後
期
教
育
研
究
員
（
第
51
期
）

の
皆
さ
ん
が
、
島
尻
教
育
研
究
所

に
入
所
し
ま
し
た
。

　　10
月
15
日
（
火
）、公
立
幼
稚
園
・

子
ど
も
園
の
教
頭
、
副
園
長
、
研

究
主
任
等
を
対
象
に
、「
幼
稚
園

教
頭
・
子
ど
も
園
副
園
長
研
修
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
島
尻
教
育
研

究
所
は
、
琉
球
大
学
、
沖
縄
女
子

短
期
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
今
回
の
研
修
講
師
は
、
沖

縄
女
子
短
期
大
学
の
村
吉
和
美
非

常
勤
講
師
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

研
修
の
参
加
者
か
ら
は
、「
園
長

と
職
員
を
つ
な
ぐ
教
頭
の
役
割
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
」
等
の
声
が

聞
か
れ
、
充
実
し
た
研
修
会
に
な

り
ま
し
た
。

　10
月
か
ら
は
、
自
主
参
加
講
座

「
幼
児
教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
島
尻
教
育
研
究
所
は
、
こ

れ
か
ら
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修

を
提
供
し
、
島
尻
域
内
の
幼
児
教

育
の
充
実
を
力
強
く
応
援
し
ま

す
。」

〈
10
月
以
降
の
研
修
会
〉

◇
特
別
支
援
教
育

　期
日：

10
月
31
日

　講
師：

沖
縄
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　羽
地
知
香 

助
教

◇
健
康
・
運
動
遊
び

　期
日：

11
月
15
日

　講
師：

沖
縄
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　石
垣
愛
一
郎 

講
師

◇
表
現
・
絵
の
指
導
法

　期
日：

12
月
５
日

　講
師：

沖
縄
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　玉
城
哲
人 

准
教
授

◇
言
葉
・
表
現

　期
日：

12
月
19
日

　講
師：

沖
縄
語
普
及
協
会

　
　
　
　城
間
恵
子

教
育
講
演
会

自
主
参
加
講
座

後
期
教
育
研
究
員

幼
児
教
育
向
け
研
修

第51期後期教育研究員の皆さん

熱心に議論する参加者の皆さん

幼児教育の質の向上を訴える

沖縄女子短期大学 村吉和美先生

島
尻
教
育
研
究
所

授業づくり

特別の教科道徳

小学校算数

中学校国語

英語・外国語

教育相談

特別支援教育

白尾裕志 教授

上地完治 教授

森　　力 准教授

上江洲朝男 准教授

大城　賢 教授

伊藤義徳 准教授

浦崎　武 教授

内　容 講　師

永山　知佳

天願　博子

菅沼　八重

辺土名　剛

新垣　望

當真由紀子

幼児教育

教育相談

小学校国語

小学校算数

中学校英語

教育相談

研究員名 研究領域

南風原幼稚園

豊崎小学校

光洋小学校

与那原東小学校

潮平中学校

玉城中学校
（１年特別研修員）

所　属　校



45

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

160,934939,157,89000,191,99費務総.1

473,738,01626,943,869000,781,979費生衛.2

531,5568,984,89000,594,89費債公.3

000,000,010000,000,01費備予.4

1,186,873,000 1,165,591,430 0 21,281,570

●平成30年度　南部広域行政組合東部環境衛生事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 0000,698,195000,698,195

2.使用料及び手数料 541,863,2541,092,57000,229,27

3.国庫支出金 54,250,000 54,053,000 △ 197,000

4.財産収入 388388,541,1000,541,1

000,1 △0000,1

000,624,42金入繰.5 △085,469,41  9,461,420

233233,635,44000,635,44金越繰.6

359,419359,927,5000,518,4入収諸.7

000,003,86債合組.8 △000,001,86  200,000

862,291,000 855,715,893 0 △ 6,575,107

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

187,494912,390,031000,885,031費務総.1

907,736,81192,994,516000,731,436費生衛.2

629,1470,802,88000,012,88費債公.3

000,653,90000,653,9費備予.4

862,291,000 833,800,584 0 28,490,416

●平成30年度　南部広域行政組合島尻環境衛生事業特別会計歳入歳出決算

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

≪歳入≫ （単位：円）

較比のと算予額済未入収額済入収額現算予款

1.分担金及び負担金 0000,638,602000,638,602

2.使用料及び手数料 024,418024,268,6000,840,6

3.国庫支出金 000,1 △0000,1

4.県支出金 000,1 △0000,1

5.財産収入 000,1 △0000,1

000,437,92金入繰.6 952 △147,337,92

000,1金越繰.7 000,1 △0

020,928,2020,684,81000,756,51入収諸.8

000,1債合組.9 000,1 △0

258,280,000 261,918,181 0 3,638,181

≪歳出≫ （単位：円）

較比のと算予額越繰度年翌額済出支額現算予款

734,261365,016,94000,377,94費務総.1

981,425,1118,234,381000,759,481費生衛.2

209890,956,02000,066,02費債公.3

000,098,20000,098,2費備予.4

258,280,000 253,702,472 0 4,577,528

1.公債費

1.予備費

歳　出　合　計

1.県補助金

1.雑入

1.組合債

歳　入　合　計

項

1.総務管理費

1.清掃費

1.手数料

1.国庫補助金

1.財産運用収入

1.繰入金

1.繰越金

253,702,472円

8,215,709円

0円

8,215,709円

項

1.負担金

1.公債費

1.予備費

歳　出　合　計

1.国庫補助金

2.財産売払収入

261,918,181円

1.雑入

1.組合債

歳　入　合　計

項

1.総務管理費

1.清掃費

項

1.負担金

1.手数料

1.財産運用収入

1.繰入金

1.繰越金

歳　出　合　計

855,715,893円

833,800,584円

21,915,309円

0円

21,915,309円

1.公債費

1.予備費

項

1.総務管理費

1.清掃費

グループワークを進める

琉球大学 白尾裕志教授

　島
尻
教
育
研
究
所
は
、
域
内
の

幼
・
小
・
中
学
校
の
教
員
研
修
の

中
核
と
し
て
、
調
査
研
究
や
研
修

な
ど
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
等

が
求
め
る
授
業
づ
く
り
の
具
体
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　教
育
講
演
会
は
、
各
校
種
の
研

修
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
年

１
回
か
ら
年
４
回
に
増
や
し
ま
し

た
。

　
　
　
　

◇
小
学
校
教
諭
対
象

　内
容：

小
学
校
国
語

　期
日：

９
月
26
日

　講
師：

大
妻
女
子
大
学

　
　
　
　樺
山
敏
郎
准
教
授

　事
例：

新
川
博
士
教
諭

◇
中
学
校
教
諭
対
象

　内
容：

特
別
の
教
科
道
徳

　期
日：

６
月
14
日

　講
師：

帝
京
大
学
大
学
院

　
　
　
　赤
堀
博
行
教
授

　事
例：

大
城
真
紀
子
教
諭

◇
小
・
中
共
通

　内
容：

理
科
実
験
技
講
座

　期
日：

９
月
４
日

　講
師：

東
京
学
芸
大
学

　
　
　
　大
西

　史 

博
士

◇
小
・
中
共
通

　内
容：

教
育
相
談
・
不
登
校

　期
日：

９
月
26
日

　講
師：

下
條
満
代
指
導
主
事

　夏
休
み
は
、
先
生
方
に
と
っ
て

貴
重
な
研
修
期
間
で
す
。
そ
こ
で
、

島
尻
教
育
研
究
所
で
は
、
今
年
度
、

「
夏
季
自
主
参
加
講
座
」
を
７
講

座
新
規
開
設
し
ま
し
た
。（
７
月

23
日
〜
31
日
）

　10
月
１
日
（
火
）、
令
和
元
年

度
後
期
教
育
研
究
員
（
第
51
期
）

の
皆
さ
ん
が
、
島
尻
教
育
研
究
所

に
入
所
し
ま
し
た
。

　　10
月
15
日
（
火
）、公
立
幼
稚
園
・

子
ど
も
園
の
教
頭
、
副
園
長
、
研

究
主
任
等
を
対
象
に
、「
幼
稚
園

教
頭
・
子
ど
も
園
副
園
長
研
修
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
島
尻
教
育
研

究
所
は
、
琉
球
大
学
、
沖
縄
女
子

短
期
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
今
回
の
研
修
講
師
は
、
沖

縄
女
子
短
期
大
学
の
村
吉
和
美
非

常
勤
講
師
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

研
修
の
参
加
者
か
ら
は
、「
園
長

と
職
員
を
つ
な
ぐ
教
頭
の
役
割
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
」
等
の
声
が

聞
か
れ
、
充
実
し
た
研
修
会
に
な

り
ま
し
た
。

　10
月
か
ら
は
、
自
主
参
加
講
座

「
幼
児
教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
島
尻
教
育
研
究
所
は
、
こ

れ
か
ら
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修

を
提
供
し
、
島
尻
域
内
の
幼
児
教

育
の
充
実
を
力
強
く
応
援
し
ま

す
。」

〈
10
月
以
降
の
研
修
会
〉

◇
特
別
支
援
教
育

　期
日：

10
月
31
日

　講
師：

沖
縄
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　羽
地
知
香 

助
教

◇
健
康
・
運
動
遊
び

　期
日：

11
月
15
日

　講
師：

沖
縄
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　石
垣
愛
一
郎 

講
師

◇
表
現
・
絵
の
指
導
法

　期
日：

12
月
５
日

　講
師：

沖
縄
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　玉
城
哲
人 

准
教
授

◇
言
葉
・
表
現

　期
日：

12
月
19
日

　講
師：

沖
縄
語
普
及
協
会

　
　
　
　城
間
恵
子

教
育
講
演
会

自
主
参
加
講
座

後
期
教
育
研
究
員

幼
児
教
育
向
け
研
修

第51期後期教育研究員の皆さん

熱心に議論する参加者の皆さん

幼児教育の質の向上を訴える

沖縄女子短期大学 村吉和美先生

島
尻
教
育
研
究
所

授業づくり

特別の教科道徳

小学校算数

中学校国語

英語・外国語

教育相談

特別支援教育

白尾裕志 教授

上地完治 教授

森　　力 准教授

上江洲朝男 准教授

大城　賢 教授

伊藤義徳 准教授

浦崎　武 教授

内　容 講　師

永山　知佳

天願　博子

菅沼　八重

辺土名　剛

新垣　望

當真由紀子

幼児教育

教育相談

小学校国語

小学校算数

中学校英語

教育相談

研究員名 研究領域

南風原幼稚園

豊崎小学校

光洋小学校

与那原東小学校

潮平中学校

玉城中学校
（１年特別研修員）

所　属　校
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施

　設

　課

し
の
の
め
教
室

し
の
の
め
教
室

　適
応
指
導
教
室
『
し
の
の
め
教

室
』
で
は
、
児
童
生
徒
の
居
場
所

作
り
や
学
校
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
い
、
学
校
復
帰
を
目
指
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

体
験
入
室
等
も
含
め
中
学
生
十
二

名
、
小
学
生
六
名
が
通
っ
て
お
り
、

普
段
は
、
学
校
か
ら
の
課
題
や
苦

手
教
科
の
克
服
を
目
指
し
た
学
習

な
ど
、
自
分
で
計
画
を
立
て
、
積

極
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
来
室
し
、
個
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
農
業
体
験
や
調
理
実

習
な
ど
の
体
験
学
習
や
他
の
教
室

の
児
童
生
徒
と
の
交
流
学
習
を
通

し
て
、
集
団
生
活
の
楽
し
さ
を
味

わ
い
、
自
立
心
や
社
会
性
を
育
ん

で
い
ま
す
。
様
々
な
学
習
活
動
や

体
験
活
動
を
基
に
、
教
育
相
談
や

学
校
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
校
等
を

行
い
、
学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

南部広域行政組合島尻教育研究所
適応指導教室「しののめ教室」

TEL：（０９８）９９８－９５６１
FAX：（０９８）９９８－９４２０

E-mai l

　yukikot@nanbukou ik i -ok inawa. jp

　　　担当：當真由紀子（特別研修員）

　「しののめ教室」では、琉球大学の協力のもと、大

学生ボランティアによる学習支援を行っています。ま

た農学部の森山克子准教授と連携し、大学生による食

育教室も行いました。「しののめ教室」は、多くの方々

に支えられながら運営されています。

　臨床心理士が毎月２回程度来室し、通室児童生

徒や保護者の方々の様々な悩み等について、相談

活動を行っています。子ども達の事で何か気にな

ることや、心配事などがありましたら、気軽に御

相談ください。

大学生ボランティア 気軽にご相談ください

しののめ教室での学習

しののめ教室での体験活動

自主学習 平和学習 理科実験・観察 工作教室

域内適応指導教室との交流学習 県内の適応指導教室との交流学習

美術鑑賞 絵画教室  農業体験 調理実習

陶芸教室 食育教室 スポーツ交流会 いきいき自然体験キャンプ

しののめ教室の活動 例

　施
設
課
で
は
、
最
終
処
分
場
建

設
事
業
と
当
該
施
設
の
運
営
管
理

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
終
処
分
場
建
設
事
業

【
工
事
進
捗
状
況
】

　平
成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り

ま
す
最
終
処
分
場
Ｂ
棟
建
設
地
の

地
盤
改
良
工
事
が
令
和
元
年
９
月

に
完
了
し
、
11
月
か
ら
Ｂ
棟
建
屋

の
建
築
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。　令

和
２
年
２
月
ま
で
に
Ｂ
棟
建

屋
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
に
埋
立
施
設
の
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。Ｂ
棟
で
は
10

年
間
の
最
終
処
分
物
の
埋
め
立
て

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

運
営
管
理
事
業

【
施
設
運
営
に
つ
い
て
】

　最
終
処
分
場
Ａ
棟
は
、
埋
立
期

間
と
し
て
５
年
間
を
予
定
し
て
お

り
、
平
成
30
年
10
月
に
最
終
処
分

場
Ａ
棟
の
一
部
供
用
を
開
始
し
て

か
ら
、
約
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

概
ね
計
画
通
り
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
最
終
処
分
場
を
運
営
す

る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
環
境
へ
の

影
響
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸
の
水
質
測
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
埋
立
開
始
前

と
開
始
後
の
地
下
水
質
を
比
較
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

地
域
環
境
へ
の
影
響
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

【
整
備
機
器
に
つ
い
て
】

　美
ら
グ
リ
ー
ン
南
城
で
は
、
４

t
運
搬
車
２
台
で
中
間
処
理
施
設

か
ら
焼
却
残
渣
等
の
搬
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
施
設
見
学
に
つ
い
て
】

　施
設
見
学
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
て
か
ら
、
構
成
市
町
の
職
員
、

議
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
自
治
会

や
各
種
団
体
の
皆
様
な
ど
、
現
在

ま
で
約
４
０
０
名
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
後
も
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
適
正
な

施
設
の
運
営
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｂ棟建築工事

美らグリーン南城の運搬車

※最終処分場の施設見学は、

　施設課までご連絡下さい。

南部広域行政組合施設課

　電　話：０９８-９９８-８８５７
　ＦＡＸ：０９８-９９８-９４２０

※電気伝導率は水に土や鉄分、塩分な

どが混ざると電気を通しやすくなる性

質を利用したもので、物質の混入の度

合いが分かります。つまり、電気伝導

率が高くなるほど不純物を多く含んで

いることになります。

電気伝導率とは‥ 水質検査結果

観測井戸水質検査結果

埋立開始前：H30.8

埋立開始前：R1.10

単位
場内観測井戸

H30.8 R1.10

電気伝導率 mS/cm 1.8 1.5

施設見学状況

団体数

人　数

18組

214 人

14 組

220 人

32 組

平成 30年度 令和元年度
（～ 10月）

計

434 人



ボランティアとの学習

67

施

　設

　課

し
の
の
め
教
室

し
の
の
め
教
室

　適
応
指
導
教
室
『
し
の
の
め
教

室
』
で
は
、
児
童
生
徒
の
居
場
所

作
り
や
学
校
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
い
、
学
校
復
帰
を
目
指
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

体
験
入
室
等
も
含
め
中
学
生
十
二

名
、
小
学
生
六
名
が
通
っ
て
お
り
、

普
段
は
、
学
校
か
ら
の
課
題
や
苦

手
教
科
の
克
服
を
目
指
し
た
学
習

な
ど
、
自
分
で
計
画
を
立
て
、
積

極
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
来
室
し
、
個
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
農
業
体
験
や
調
理
実

習
な
ど
の
体
験
学
習
や
他
の
教
室

の
児
童
生
徒
と
の
交
流
学
習
を
通

し
て
、
集
団
生
活
の
楽
し
さ
を
味

わ
い
、
自
立
心
や
社
会
性
を
育
ん

で
い
ま
す
。
様
々
な
学
習
活
動
や

体
験
活
動
を
基
に
、
教
育
相
談
や

学
校
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
校
等
を

行
い
、
学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

南部広域行政組合島尻教育研究所
適応指導教室「しののめ教室」

TEL：（０９８）９９８－９５６１
FAX：（０９８）９９８－９４２０

E-mai l

　yukikot@nanbukou ik i -ok inawa. jp

　　　担当：當真由紀子（特別研修員）

　「しののめ教室」では、琉球大学の協力のもと、大

学生ボランティアによる学習支援を行っています。ま

た農学部の森山克子准教授と連携し、大学生による食

育教室も行いました。「しののめ教室」は、多くの方々

に支えられながら運営されています。

　臨床心理士が毎月２回程度来室し、通室児童生

徒や保護者の方々の様々な悩み等について、相談

活動を行っています。子ども達の事で何か気にな

ることや、心配事などがありましたら、気軽に御

相談ください。

大学生ボランティア 気軽にご相談ください

しののめ教室での学習

しののめ教室での体験活動

自主学習 平和学習 理科実験・観察 工作教室

域内適応指導教室との交流学習 県内の適応指導教室との交流学習

美術鑑賞 絵画教室  農業体験 調理実習

陶芸教室 食育教室 スポーツ交流会 いきいき自然体験キャンプ

しののめ教室の活動 例

　施
設
課
で
は
、
最
終
処
分
場
建

設
事
業
と
当
該
施
設
の
運
営
管
理

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
終
処
分
場
建
設
事
業

【
工
事
進
捗
状
況
】

　平
成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り

ま
す
最
終
処
分
場
Ｂ
棟
建
設
地
の

地
盤
改
良
工
事
が
令
和
元
年
９
月

に
完
了
し
、
11
月
か
ら
Ｂ
棟
建
屋

の
建
築
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。　令

和
２
年
２
月
ま
で
に
Ｂ
棟
建

屋
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
に
埋
立
施
設
の
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。Ｂ
棟
で
は
10

年
間
の
最
終
処
分
物
の
埋
め
立
て

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

運
営
管
理
事
業

【
施
設
運
営
に
つ
い
て
】

　最
終
処
分
場
Ａ
棟
は
、
埋
立
期

間
と
し
て
５
年
間
を
予
定
し
て
お

り
、
平
成
30
年
10
月
に
最
終
処
分

場
Ａ
棟
の
一
部
供
用
を
開
始
し
て

か
ら
、
約
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

概
ね
計
画
通
り
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
最
終
処
分
場
を
運
営
す

る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
環
境
へ
の

影
響
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸
の
水
質
測
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
埋
立
開
始
前

と
開
始
後
の
地
下
水
質
を
比
較
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

地
域
環
境
へ
の
影
響
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

【
整
備
機
器
に
つ
い
て
】

　美
ら
グ
リ
ー
ン
南
城
で
は
、
４

t
運
搬
車
２
台
で
中
間
処
理
施
設

か
ら
焼
却
残
渣
等
の
搬
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
施
設
見
学
に
つ
い
て
】

　施
設
見
学
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
て
か
ら
、
構
成
市
町
の
職
員
、

議
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
自
治
会

や
各
種
団
体
の
皆
様
な
ど
、
現
在

ま
で
約
４
０
０
名
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
後
も
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
適
正
な

施
設
の
運
営
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｂ棟建築工事

美らグリーン南城の運搬車

※最終処分場の施設見学は、

　施設課までご連絡下さい。

南部広域行政組合施設課

　電　話：０９８-９９８-８８５７
　ＦＡＸ：０９８-９９８-９４２０

※電気伝導率は水に土や鉄分、塩分な

どが混ざると電気を通しやすくなる性

質を利用したもので、物質の混入の度

合いが分かります。つまり、電気伝導

率が高くなるほど不純物を多く含んで

いることになります。

電気伝導率とは‥ 水質検査結果

観測井戸水質検査結果

埋立開始前：H30.8

埋立開始前：R1.10

単位
場内観測井戸

H30.8 R1.10

電気伝導率 mS/cm 1.8 1.5

施設見学状況

団体数

人　数

18組

214 人

14 組

220 人

32 組

平成 30年度 令和元年度
（～ 10月）

計

434 人
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プラネタリウム上映会 議会を開催
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B棟建築工事 美らグリーン南城の運搬車

施　設　課

環
境
衛
生
関
係
市
町
村
理
事
協
議
会

　令
和
元
年
度
第
一
回
環
境
衛
生

関
係
市
町
村
理
事
協
議
会
が
８
月

１
日
午
後
３
時
か
ら
南
部
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　こ
の
日
の
会
議
で
は
、
南
部
広

域
行
政
組
合
が
管
理
運
営
し
て
い

る
糸
豊
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
及
び

東
部
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
焼
却

施
設
を
一
元
化
す
る
新
炉
の
建
設

候
補
地
選
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。
は
じ
め
に
、
事
務
局
か
ら
ご

み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
選
定
に

関
す
る
新
た
な
提
案
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　そ
の
内
容
は
、「
６
月
25
日
に

八
重
瀬
町
か
ら
具
志
頭
地
区
の
長

年
の
行
政
課
題
で
あ
る
豚
舎
か
ら

の
悪
臭
問
題
解
決
や
ご
み
処
理
施

設
と
最
終
処
分
場
の
二
つ
の
施
設

を
同
じ
箇
所
に
建
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ご
み
処
理
の
効
率
が
良
く

な
り
南
部
地
区
の
貢
献
等
に
繋
が

る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
を
同
地
区

に
推
薦
し
た
い
」
と
の
提
案
が
さ

れ
た
。
そ
の
提
案
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
ご
み
処
理
施

設
建
設
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

八
重
瀬
町
具
志
頭
地
区
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　令
和
元
年
８
月
１

日
に
行
わ
れ
た
環
境

衛
生
関
係
市
町
村
理

事
協
議
会
で
の
、
ご

み
処
理
施
設
及
び
最

終
処
分
場
建
設
地
の

決
定
を
受
け
、
９
月

24
日
か
ら
27
日
の
４

日
間
、
具
志
頭
地
区

周
辺
四
自
治
会
（
港

川
・
具
志
頭
・
長
毛
・

長
毛
団
地
）
へ
の
住

民
説
明
会
を
開
催
、

11
月
12
日
に
は
、
当

該
４
自
治
会
の
住
民

を
対
象
に
那
覇
・
南

風
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
焼
却
施
設
）

と
美
ら
グ
リ
ー
ン
南

城
（
最
終
処
分
場
）

の
視
察
及
び
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。

　説
明
会
で
は
、
候
補
地
選
定
に

係
る
経
緯
や
ご
み
処
理
施
設
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
今
後
実
施
予

定
の
環
境
影
響
評
価
や
地
域
振
興

策
の
事
例
紹
介
な
ど
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　住
民
か
ら
は
、「
建
設
地
決
定

に
対
す
る
不
信
感
」、「
処
理
施
設

か
ら
の
大
気
・
悪
臭
・
騒
音
等
へ

の
不
安
」、「
地
震
・
津
波
等
の
災

害
」、「
ご
み
収
集
車
交
通
量
の
増

加
」
な
ど
、
建
設
地
選
定
手
順
へ

の
不
満
や
施
設
建
設
に
伴
い
周
辺

環
境
へ
の
懸
念
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。　一

方
で
、「
悪
臭
問
題
を
解
決

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
賛
成
」、「
地

域
振
興
策
に
対
す
る
期
待
」
な
ど

の
意
見
も
あ
っ
た
。

　ま
た
、県
内
ご
み
処
理
施
設
（
焼

却
施
設
・
最
終
処
分
場
）
の
視
察

で
は
、
地
域
住
民
を
含
む
40
名
程

の
参
加
が
あ
り
、
各
施
設
で
は
、

職
員
か
ら
の
概
要
説
明
や
施
設
の

見
学
、
更
に
は
、
質
疑
応
答
な
ど

活
発
な
質
疑
・
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
た
。

新
炉
建
設
準
備
室

環境衛生関係市町村理事協議会
（令和元年８月１日南部総合福祉センター）

意見交換会のようす
（令和元年１１月１２日港川公民館）

住民説明会のようす
（令和元年９月２６日具志頭公民館）

最終処分場視察
（令和元年１１月１２日美らグリーン南城）

県内ごみ処理施設視察
（令和元年１１月１２日那覇・南風原クリーンセンター）

住民説明会・意見交換会・県内ごみ処理施設
及び最終処分場視察を実施


